













































































































中学部の 2 名の女子生徒であった。 3 回の授業を
分析の対象とした。 1 回の授業では、基本的に短
い楽曲 2 曲を提示した。 1 局はクラシック音楽か
ら、もう 1 曲はアニメやCMで使用されている生
徒の巨海の楽曲とし、手持ちの絵カードや打楽器
で生徒が反応する場面も設定した。
　実際の生徒の反応の例をあげると、生徒の 1 名
はバレエ「 4 羽の白鳥の踊り」に対し、映像が始
まると映像に視線を向けつづけていたが、曲の途
中では両足を左右に振ったり、文字カードを使っ
てことばを指さすといったことがみられた。もう
一方の生徒では、「しゃー（寄宿舎を意味する）と
いった言葉を発したり、手を大きく広げるなどの
行動がみられた。「大きな古時計」では曲が終わっ
てから口ずさんだりすることもみられた。また曲
の終わりでは、動きを止めるなどの変化が見られ、
曲想の変化に応じた反応の変化も認めることがで
きた。直接分析の対象としたものではないが、バー
バーの「弦楽のためのアダージョ」はバレエ曲の
ような動きを誘発しやすい音楽でもなく映像もな
いにもかかわらず、大変緊張して集中して聴いて
いた。一方でストーリー性のある「ペーターと狼」
は集中して聴いてもらえなかった。こうした反応
の違いがなぜ生じるのか分析は難しいが、一般的
には、聴いたことがあって印象に残っている楽曲、
バレエのように動きのある映像と結びついた楽曲
は、興味・関心をもって鑑賞できていたと考えら
れる。子どもたちの音楽鑑賞を集中して行う能力
を信じ、その点を配慮した鑑賞指導を幅広く構想
し、展開していくとこが必要と考えられる。
（文責：鎌原雅彦［かんばら・まさひこ］聖学院大
学人間福祉学部児童学科教授、児童学科長）
